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会議録 
令和 7年 9月 4日（木）場所 3階 議場 

 

会 議 名：第 4 回令和 6 年度木古内町決算審査特別委員会 

出席委員：新井田委員長、廣瀬副委員長、平野委員、竹田委員、安齋委員、相澤委員 

苅部委員、吉田委員 

欠席委員：なし 

オブザーバー：又地議長 

会議時間 午前 9時 30分～午後 1時 57分 

事 務 局 片桐、工藤 

 

開 会 

1.委員長挨拶 

新井田委員長 定刻となりましたので、ただいまから 9月 3日に引き続き、第 4回令和 6年

度木古内町決算審査特別委員会を開催いたします。 

 ただいまの出席委員は、8名でございます。 

 よって、委員会条例第 14条の規定による、委員の定足数に達しておりますので、委員会

は成立いたしました。 

 ただちに本日の会議を開きます。 

 本日の会議次第は別紙配付のとおりでございます。 

 

 

2.審査事項 

（1）農業委員会 

新井田委員長 産業経済課の皆さん、本日はご苦労様でございます。 

 審査日程に従い、まずは農業委員会農地グループによる農業委員会費について、審査を行

いたいと思います。 

 早速、説明を求めたいと思います。 

 加藤（崇）主任。 

加藤（崇）主任 おはようございます。 

 令和 6年度決算審査特別委員会農業委員会所管の分につきまして、ご説明をさせていただ

きます。 

 まず、歳出についてご説明をいたします。 

 決算書、96ページ・97ページをお開き願います。 

 6款 農林水産業費、1項 農業費、1目 農業委員会費です。 

1節 報酬 252万円で、農業委員会会長へ 36万円、農業委員へ合計 216万円支出してお 

ります。 

 続きまして、8節 23万 7,620円ですが、普通旅費につきましては 21万 4,660円を支出

しております。 

 費用弁償 2万 2,960円につきましては、昨年度開催した農業委員会総会を 6回分と土地
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現況確認の 4回分の費用弁償となっております。 

 18節 負担金補助及び交付金の会議負担金ですが、2,000円を支出しております。 

 続きまして、2目 事務局費です。 

 事前に簡潔にとご指示がございましたので、8節 旅費から 13節 使用料及び賃借料ま

では、例年どおりの支出となってございます。 

 続きまして、18節 負担金補助及び交付金 12万 1,300円ですが、北海道農業会議への

負担金として 9万 4,500円を渡島地方農業委員会連合会負担金として、2万 6,800円を支出

しております。 

 会議負担金は予定していた会議の負担が生じなかったため、0円となっております。 

 以上で、歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の説明もよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いいたします。 

 加藤（崇）主任。 

加藤（崇）主任 続きまして、歳入の説明のほうをさせていただきます。 

 決算書、18ページ・19ページをお開き願います。 

 13款 使用料及び手数料、2項 手数料、1目・1節 総務手数料です。 

 うち、土地現況証明手数料 1万 600円が農業委員会所管となります。 

 続きまして、決算書 26ページ・27ページをお開き願います。 

 15款 道支出金、2項 道補助金、4目 農林水産業費補助金、1節 農業委員会費補助

金です。 

 農業委員会交付金 158万 8,000円、農地利用最適化交付金 219万 9,970円が農業委員

会所管となっております。 

 続きまして、決算書 28ページ・29ページをお開き願います。 

 15款 道支出金、3項 道委託金、3目 農林水産業費委託金、1節 農業費委託金で

す。 

 国有農地等管理処分事業管理事務交付金 1万 8,000円と、農地法権利移動許可権限移譲

委託金 0円が農業委員会所管となります。 

 農地法権利移動巨漢権限移譲委託金が 0円なのは、実績がなかったことによるものです。 

 次に、決算書 38ページ・39ページをお開き願います。 

 20款 諸収入、5目・1目・1節 雑入で、産業経済課所管のうち土地精通者意見価格調

書作成手数料 1,950円、農業者年金業務委託手数料 10万 4,100円が農業委員会所管とな

ります。 

 以上で、歳入の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ご苦労様でございました。 

 ただいま、農業グループ農業委員会費について、説明を受けました。 

 これより質疑を求めたいと思います。 

 なにかございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、これをもって審議終了といたしたいと思います。 

 暫時、休憩いたします。 
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休憩 午前 9 時 37 分 

再開 午前 9 時 37 分 

 

 

（2）産業経済課 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 引き続き、産業経済課産業経済グループによる説明を受けたいと思います。 

 まずは、農業費について説明を受けたいと思います。 

 石川主査。 

石川主査 おはようございます。産業経済課の石川です。 

私からは農政所管の決算について、説明させていただきます。 

それでは、各課説明資料 4ページ・5ページ、不用額一覧からご説明いたします。 

中段、農林水産業費、農業費、農業振興費、負担金補助及び交付金 不用額 85万 8,339

円となっております。 

こちらは、農業水利施設等長寿命化事業の確定に伴う不用額となっております。 

続きまして、決算書 58ページ・59ページをお開き願います。 

2款 総務費、1項 総務管理費、5目 企画振興費の農政部分についてご説明いたしま

す。 

18節 負担金補助及び交付金のうち中段の一次産業後継者支援事業補助金 262万 5,000

円、農業後継者 3名を対象として支出しております。 

続きまして、決算書 96ページ・97ページをお開きください。 

6款 農林水産業費、1項 農業費、3目 農業総務費についてご説明いたします。 

10節 需用費 海岸保全附帯設備点検業務事務消耗品費 6万 7,615円、北海道から受託

している亀川の樋門 11箇所、船揚場 3箇所の農地海岸点検に係る消耗品として支出してお

ります。 

 続きまして、18節 負担金補助及び交付金 103万 7,526円、こちらにつきましては各種

団体等への負担金として支出しており、例年どおりとなっております。 

 農業総務費については以上で、続きまして決算書 98ページ・99ページになります。 

4目 農業振興費について、ご説明いたします。 

10節 需用費 98万 3,400円、農業用維持修繕費 98万 3,400円、排水路等が破損した

箇所の修繕をおこなったものです。 

続きまして、18節 負担金補助及び交付金 2,002万 8,661円、上から 2段目の施設園芸

生産基盤緊急支援事業補助金 147万 8,473円、各課説明資料の 8ページをご参照願いま

す。 

資材価格の高騰や高温障害による収量が減少し、農業経営に影響が及んでいることから、

影響を緩和し、事業の継続をしてもらうため、北海道の施設園芸生産基盤緊急支援事業を活

用し、農業者に対し助成をするもので、事業負担については全額北海道となっております。 

続きまして上から 3段目、多面的機能支払交付金事業補助金 1,288万 8,172円、各課説

明資料のこちらも 8ページをご参照願います。 

農業・農村の多面的機能の維持・発揮のため、設立した地域共同活動組織「木古内地区資
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源保全会」に対しての補助となっております。 

説明資料の 27ページ・28ページをお開き願います。 

事業面積は、田・畑 ・草地あわせて 7万 3,223aで、事業費については、農地維持支払交

付金と資源向上支払交付金あわせて、1,288万 8,172円となっております。 

費用負担につきましては、国が 2分の 1で 644万 4,086円、道と町が 4分の 1でそれぞれ

322万 2,043円。 

町の負担うち 193万 3,226円が普通交付税、77万 3,290円が特別交付税で措置されてお

り、一般財源で 51万 5,527円の負担となっております。 

この木古内地区資源保全会の令和 6年度の収支実績については、 収入が 1,419万 5,164

円に対し、支出が 1,375万 9,264円で、差引収支 43万 5,900円が翌年度に繰り越しし、

活動を継続していくこととなっております。 

なお、事務局は新函館農協知内営農センターとなっております。 

続きまして、上から 4段目の農村地域防災減災事業負担金 562万 8,480円、各課説明資

料の 9ページをご参照願います。 

令和 3年 11月の豪雨により被害のあった吉堀頭首工改修工事に係る実施設計業務の地元

負担金となります。 

なお、地元負担金 16％のうち、北海道より 1.75％の 61万円、農業者受益者負担は

2.25％の 79万 1,505円となっております。町負担は、422万 6,975円となっております。 

 農業振興費については以上で、続きまして 5目 畜産業費についてご説明いたします。 

7節 報償費 5万円、道南畜産共進会において、優秀な成績を納めた農家 2戸が全道乳

牛共進会へ参加するための経費の一部を助成したものです。 

続きまして、18節 負担金補助及び交付金 71万 6,533円、酪農ヘルパー利用事業補助

金 24万 8,639円、各課説明資料の 10ページをご参照願います。 

令和 6年度においては、利用戸数が 5戸で、利用回数 77回のうち 22回分に対し補助をし

ております。 

 続きまして、幸連育成牧野助成金 30万円、各課説明資料の 10ページをご参照願いま

す。 

現在ＪＡが運営をしております幸連育成牧野については、当町の畜産振興において必要不

可欠な施設の一つとなっておりますが、近年、経営がひっ迫しているのが現状であるため、

知内町と合同で補助したものです。 

 以上が、農政の歳出の説明になります。 

 歳入の説明もしてよろしいでしょうか。 

新井田委員長 よろしくお願いします。 

 石川主査。 

石川主査 それでは続きまして、歳入の説明もさせていただきます。 

決算書、16ページ・17ページをお開きください。 

12款 分担金及び負担金、1項 分担金、1目 農林水産業費分担金 農村地域防災事業

分担金 79万 1,505円、歳出でご説明しました農村地域防災減災事業負担金の受益者分の

負担分として収入しております。 

 続いて、決算書 26ページ 27ページをお開きください。 
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 15款 道支出金、2項 道補助金、4目 農林水産業費補助金、2節 農業費補助金、1

段目と 2段目、農業経営基盤強化資金利子補給金 1万 6,768円と畜産経営維持緊急支援資

金利子補給補助金 8万 492円、歳出の農業振興費・畜産業費で支出している利子補給金の

北海道分として収入しております。 

続きまして、経営所得安定対策等推進事業補助金 35万 5,926円、歳出の農業総務費で

支出しております木古内町農業再生協議会の補助金として収入しております。 

続きまして、多面的機能支払交付金事業補助金 970万 1,129円、歳出の農業振興費で説

明しました多面的機能支払交付金の国と北海道分をあわせて収入しております。 

続いて、次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業補助金 61万円、こちらにつきまし

ては歳出でご説明いたしました、農村地域防災減災事業負担金の北海道負担分として収入し

ております。 

続きまして、施設園芸生産基盤緊急支援事業補助金 147万 8,473円、こちらも歳出で説

明いたしました施設園芸生産基盤緊急支援事業の北海道分として収入しております。 

続きまして、決算書 28ページ・29ページをお開きください。 

15款 道支出金、3項 道委託金、3目 農林水産業費委託金、1節 農業費委託金、上

から 3番目、海岸保全付帯設備点検業務委託金 7万 8,289円、こちらも歳出で説明いたし

ました農地海岸点検業務に係る北海道からの委託金となっております。 

以上で、農政部分についての説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、産業経済グループの農業費について、説明を受けました。 

 これより質疑を受けたいと思います。 

 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。おはようございます。 

 私のほうから決算書の 99ページ、そして資料の 8ページの施設園芸生産基盤緊急支援事

業について、お伺いをいたします。 

 この事業につきましては、令和 5年度の猛暑により緊急的に令和 6年にはじめて緊急とい

うことで、道と一体となって農家支援ということで、7名のかたの遮光ネットだと思うんで

す。この部分が取り組んだと。この効果につきましては、令和 6年度はある程度効果があっ

たのかなと思っています。ただ、ことし 7年、令和 5年よりすごい猛暑になっています。 

 そのネットをいれた人達の効果はあるんですが、一部トマトの部分っていうのが劣化が激

しいという話が聞いてきました。それで、7月の 30日の日ですか、ちょうど津波のあった

日にちょうど 4町で仁木に研修で行っていました。仁木はミニトマトなんですが、ほとんど

もう道路から見えるトマトの遮光資材がかかっているんですよね。当町において、ほうれん

草はそこそこかかっているんですが、トマトについてはあまりかかっているのは見ていない

んですよ。その辺でいまトマト生産農家の人達が大変困っていると。それで、担当課として

この事業についての振興作物、ニラ・トマト・ほうれん草の効果、どのぐらいあったのか。

そして、どのぐらいの量で入っているのかをちょっとお聞きします。よろしくお願いしま

す。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの吉田委員のご質問にお答えいたします。 
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 まず、施設園芸生産緊急基盤事業の効果についてだったんですが、資材価格の高騰ですと

か昨年に引き続き猛暑による高温障害がある中で、本事業を活用しまして 7名の農業者のか

たが省エネや暑熱対策につながる施設園芸品を購入しました。それで、実際に当町ですとト

マト・ニラ・ほうれん草の農業者のかたが使っていただいて、トマトとほうれん草につきま

しては、先ほど吉田委員もおっしゃられたとおり、高温障害が続いている中で全国的に高温

障害が受けている中でも品薄な状態が続いている中で、この対策を行ったことで、出荷量も

少なくなるのを少しでも緩和しながら、また高単価であったことで売上に関しても、伸びて

いるということです。 

 また、ニラにつきましては高温に強いため、機材に関しては省エネにつながる機材を本事

業で導入していただいております。以上です。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 吉田です。 

 説明ありがとうございました。 

 効果につきましては私自身も実際、ただ私は事業に乗れなかったんですよね。5年の年末

に自分でいれちゃったものだから、乗れなかったんですが、効果は令和 6年度ありました。 

 廃棄することなく全て収穫できたという効果がやはり遮光ネットあったんですよね。それ

で、ことしを見ますとやはり廃棄をしている、要するに生育がいま以上に令和 5年以上に温

度が高い、そのために遮光ネットをやっていてもなかなか。ただ、いま農家にとって 5年・

6年の資材価格からまたさらに上がっている。これを踏まえるとなかなか購入にいけないと

いう部分が出てくる。その辺も考えまして次年度、どういう対策をしていただけるか。今回

は緊急ですので、これは単年度で終わっちゃうのかなという気がしています。いまこれから

3品目につきましては、振興作物という位置付けの中でどのような展開がなってくるのか。

一応議会も農村地域の議会懇談会の中で、たぶん出てくる可能性もあるので、その辺の担当

課の意見を聞いておきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 中山課長。 

中山産業経済課長 ただいまの吉田委員のお尋ねでございますが、数字等昨年度の状況につ

きましては、いま石川主査のほうから話をしたとおりでございます。 

 令和 7年度につきまして、今年度につきましては、我々も危惧しているところで、そこは

農業者の方々といろいろ話をさせていただきながら、トマト状況というのも先週も聞き取り

をさせていただいたり、いろんな状況というものは確認をしていきたいと思っているところ

でございます。 

 その中で、農業者といろいろ話をした中で、どのような対策もできるのか、農業者ができ

ることがなんなのかも含めて、今後検討していかなければならないと思っていますので、そ

のような見解ということでご理解ください。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 ことしにつきましては、もうこれ以上北海道でも無理かなっていう感じの懸念を

もっている人がいます。知内でももうほうれん草につきましては、もう無理だって止めてい

く人が多いんですよね。木古内町については、いまのところまだ頑張るという形の中でやっ

ているので、米が良くなると野菜がどうしても減っていくというのがもう長年の難解で、そ

の辺でやはり野菜振興、米が良い、なにかあった時にっていうことでなれば野菜、例外もい
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つ来るかわからない。そういうことを考えれば振興上やはりこういう手厚い補助というのが

やはり必要になってくると思うんですよね。その辺も加味しながら担当課で農家のご意見を

聞きながら随時、あたっていただくことを要望して私の質問を終わります。以上です。 

新井田委員長 次、なにかございますか。 

 竹田委員。 

竹田委員 97ページの農業総務費の負担金の中で、ＪＡ女性部のふれあいフェスティバ

ル、これなぜ大事な負担金とすれば金額的には 2万いくらしか予算計上していない事業なん

だけれども、私はこの事業は大変大事な事業だと思っています。やはり特産品を生み出すき

っかけにもなり得る部分だし、なぜこういうものの例えば資料、何品例えばどういうものが

出て、どうで、例えばそのことが商品化につながったとかそういうものをそれが一番大事な

ところじゃないかなと思うんですよね。金額の大きい部分だけのなにか資料で羅列している

ようにも感じるんですよ。私はそうでないというふうに思っています。そのことはきちんと

やはり資料整理しているのかどうなのかっていう部分も含めて、答えてください。 

 それから同じ負担金の中で、何年も前からやっている農業再生協議会負担金、昨年は 50

万、6年度は 35万、これだってはたしてどういう構成でどういうことをしているのかって

いう部分は、やはり資料作成するべきだと思うんです。ですから、やはりその辺について

は、はたして担当としてふれあいフェスティバル、農業再生協議会の中身っていうか内容等

も含めた部分をやはりきちんと説明するべきだと思います。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの竹田委員からのご質問にお答えいたします。 

 まず 1点目のＪＡ女性部の工夫展事業に関しましては、出展数に関しましては、令和 6年

度に関しましては 105品、出展されておりました。先ほど竹田委員のほうから商品化につな

がるものはという質問もあったんですが、本年に関しましては商品化に味噌キャラメルのよ

うな商品化につながるものはございませんでした。その中で先ほど竹田委員からも補助金の

金額等も含めてとあったんですが、令和 7年度に関しましてはそれも加味して増額というこ

とで予算要望もさせていただいておりました。 

 資料につきましては、ＪＡ女性部さんが作成している実績書のほうは、こちらのほうで手

元で持っております。 

 続きまして、2点目の農業再生協議会につきましては、こちらについても決算等でもいろ

いろと話はしているんですが、まず補助に関しましては全額国から補助が実績ベースで

100％補助となります。こちらの団体につきましては、農業者さんが経営所得安定対策等の

交付金等を受け取るための事務局をこちらの会のほうでさせていただいております。 

 具体的には、農地のパトロールですとか交付申請等の手続き等を産業経済課が事務局をも

ちまして、やらせていただいているのが実情であります。こちらについても毎年年度末に決

算と総会等も開いておりますので、そちらのほうで資料等は提出している次第ではございま

した。以上です。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 私はやはり口頭で説明したから、それで了解というふうにはならないと思う。や

はりきちんと資料を作っているのであれば提示をしてほしいし、もし作成していないのであ

れば、今後きちんとやはりそういう整理の仕方をするというのかどうなのか。 
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 それと、再生協議会のほうも国費で賄っているから一般財源投入しないからっていう感覚

にやはり響くんですよね。そうでなくそういうことでどういう効果があったっていう部分を

やはり資料できちんと表示すべきじゃないですか。違いますか。 

新井田委員長 中山課長。 

中山産業経済課長 いま竹田委員の再質問のほうでお答えさせていただきます。 

 まず 1点目、ＪＡふれあいフェスティバルの関係でございます。 

 これにつきましては、資料を整理しているのかということでは、事業主体、農協さんの事

業でありまして、そこからの実績報告を受けておりますので、その中で我々も参加させてい

ただいて、資料まで提出するような資料を作成はしているところではございません。 

 また、これにつきましてはマスコミ等でも取り入れられているところでございますので、

資料等を今後作成するということは考えていないところでございます。 

 それと、2点目の再生協議会のほうなんですけれども、これにつきましてはいま石川主査

のほうから国からの 100％の補助ということで話をさせていただきました。ただ、それだか

らこそ資料を提出しないとかそういうわけではございません。この再生協議会は、全市町村

がもっている協議会であります。国のほうからこういう協議会を作っていくということで、

先ほど石川のほうから話したように、米の水田農業推進協議会とかそういうので転作奨励金 

とか、水活の交付金の関係でこの再生協議会を必ず作らなければいけないものでございまし

て、それによって国からの 100％の補助で、それじゃあ何に使っているんだという話である

と、一般事務費としてこの 30万を使わせていただいているところでございます。 

この資料等をこれから整理をするということで、これも事業主体が会長が農業者のかたに

なっておりまして、事務局は木古内町でもっているものですから、実績報告書も木古内町で

も作っておりますので、必要であれば提出はできるものの、優先順位を含めてこの資料作成

というものは、優先順位も含めてやっておりますので、必要となれば言っていただければと

いうことで、資料提出についてはいまのところ議会ですぐ出せるような資料を持っているか

と言うと、持っていないのが現状でございます。以上です。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 1点目のフェスティバル、これはＪＡさんの事業だから当然そういう資料等は把

握していないと言うけれども、これはやはり町が出している負担金は額は 2万 3,000円って

いう金額ですけれども、これはだから冒頭言ったように、私はやはり木古内町の農業の行く

末を例えばあれするような私は事業だっていうような捉え方をしているんですよ。ただやは

り、担当のその言葉を聞けば金額少ないから例えば団体さんの事業だから全然データもなに

も整理していないっていうふうに聞こえるんですよね。私はそうでないだろうと思う。取り

組む中では、やはりそういう重要性をポイント的にやはりきちんと整理すべきだというふう

に思っています。 

 それと、再生協議会のほうもなんかやはり事務局が例えば産経さんでやっているのであれ

ば、資料含めてすぐどういうことを例えば年間何回やったっていう、事務的な経費としてい

くらだっていう部分だとか整理できると思うんだけれども、そういうものをもし出せるので

あれば資料要求して提示してもらいます。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 
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休憩 午前 10 時 06 分 

再開 午前 10 時 13 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 中山課長。 

中山産業経済課長 いま竹田委員のご質問でございますが、休憩中の中でもちょっと話をさ

せていただきまして、いま持っている収支決算書とかもありますが、次年度に向けてどのよ

うに提案できるか、提出できるかというのを勉強させていただきたいと思います。以上で

す。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 3番 廣瀬でございます。 

 決算資料の 10ページに関して、ちょっと教えていただきたいなという部分なんですけれ

ども、この酪農ヘルパー利用事業補助金なんですけれども、事業費に対して補助率というの

がかなり少ないかなという部分と、利用回数に対しての補助回数も少ないという部分で、こ

の 1戸あたり限度日数 5日という部分のこの辺の考え方というのはどういうふうになってい

るのかなという疑問をちょっとお願いします。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの廣瀬副委員長のご質問でございますが、酪農ヘルパー事業につきまし

ては、こちらについてはまず農業者の負担軽減を図ることで、ヘルパーの促進をつなげるた

めにこちらを行っております。5回につきましては、いま資料にもあるとおり、利用回数は

77回とちょっと多いものの、ヘルパー協会のほうとも話をしながら、まずこの 5回の中で

補助を出させていただいているというのが現状でございます。以上です。 

新井田委員長 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 大変このヘルパー事業というのは、良いことだなと思っているんです。酪農

家の方達も生き物相手なので 365日、24時間という部分で、やはり家族の時間、若しくは

不足の部分に対して利用するという現状だと思うんですけれども、その 5回っていうのはお

よそ 5回だろうというような話なのであれば、もう少し利用回数これだけ多いので、その辺

も考慮して今後協議して増やすという部分も良いのかなと思っておりますので、これは一応

提案ということで終わりたいと思います。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 先ほど竹田委員から出たＪＡのフェスティバルの件は、私も同様の意見を 10年くらいで

すか前から言っていて、素晴らしいイベントで、令和 7年に関しては微増ながら予算も確か

上げていただいて、ただ一般の人に公開するには保険所の許可だったり課題があるというこ

とですけれども、担当課はそのイベントが非常に意義のあるイベントだということも理解は

していることは予算委員会の中でもお言葉としていただいています。ただ、考えとしては本

当に食べ物の地場産品を使った料理ですとか素晴らしいイベントなので、同様の考えという

ことだけを伝えて、質問にはちょっとならないんですけれども、同じ考えです。 
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それで、資料でいきますと 10ページになりますけれども、幸連の育成牧場の助成金は、

石川主査からも必要不可欠な施設だという説明の中でお言葉ありました。こちら予算の資料

を見てみると、助成根拠の中で 1日あたりの支援金額ですとか、農家負担さんの金額も記載

あるんですけれども、決算の中身を見ると農家さん負担の部分が消えていたり、支援の単価

が変わっていたりします。ということは、町が補助することによって農家さんの負担がなく

なったものなのか、それとあわせて年間頭数は記載ありますけれども、件数です。何件の農

家さんが利用しているのかっていうのも補足で説明いただきたいなと思います。以上です。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの平野委員のご質問にお答えいたします。 

 幸連育成牧野の補助事業につきましては、令和 6年度は 30万円支出させていただきまし

た。これに伴いまして、年間の延べ頭数が 1万 6,405頭ということなんですが、こちらを割

り返しを行いまして、預託料というものを農業者さんから 1日あたり頂戴することになって 

おります。こちらの補助が入ることで、農業者さんの負担が約 21円、1頭あたり少なくな

るということで、補助の実績となっております。 

 また、先ほど委員からご質問のありました、農業者さんの利用件数なんですが、現在 7件

となっております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、農業費の調査については、調査済みとさせていただきま

す。 

 引き続き、林業費ということで説明を求めたいと思います。 

 土門主査。 

土門主査 産業経済課の土門です。 

 林政所管の決算について、説明させていただきます。 

 各課説明資料 4ページ・5ページ、不用額一覧からご説明させていただきます。 

農林水産費、林業費、林業総務費、報償費 不用額 64万 6,000円となっており、主に 

有害鳥獣対策の実績に伴う不用額となっております。 

林業振興費 負担金補助及び交付金 不用額 76万 4,333円となっており、木古内町私有 

林等整備事業の事業費が確定したことに伴う不用額となっております。 

次の段、積立金 不用額 63万 3,000円につきましては、森林環境譲与税の確定に伴う

不用額となっております。 

不用額につきましては、以上となります。 

それでは、決算書 98ページ・99ページをお開き願います。 

6款 農林水産業費、1項 農業費、1目 林業総務費、7節 報償費 120万 9,000円の

支出です。 

有害鳥獣対策報償費につきましては、決算資料 11ページをご参照願います。 

出動報償費として、クマ出没に係る動が目撃情報などをもとに要請をしておりまして、ク

マ 23人工分、シカ 4人工分、キツネ・タヌキの出動延べで 1人工分の計 10万 2,000円を支

出しております。 

また、ワナ見廻り報償費として、熊ワナ設置による見回りで、4箇所への熊ワナを設置し
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まして、67日間分の 13万 4,000円を支出しております。 

捕獲奨励報償費として、クマ 3頭、シカ 67頭、キツネ・タヌキ 2 匹の捕獲に、計 81万

1,000円を支出しております。 

 12節 委託料 11万円、森林所有者や境界の情報を一元管理する林地台帳のシステムデ

ータ更新による業務委託となります。 

18節 負担金補助及び交付金 109万円の支出となります。 

こちらにつきましては、各種団体への負担金・補助金として、例年どおり支出しておりま

す。 

また、備考欄の下から 5段目に記載にしております、狩猟免許等取得補助金 67万 8,000

円で、2名のかたに助成しております。 

また、備考欄一番下のハンター保険支援事業補助金につきましては、猟銃等に係る資材価

格が高騰しているにも関わらず、増加傾向にある鳥獣捕獲頭数に資金苦慮することから、ハ

ンターの負担軽減を図るため、保険料を補助しております。 

 林業総務費については、以上となります。 

続いて、2目 林業振興費についてご説明いたします。 

決算書、100ページ・101ページをお開き願います。 

8節 旅費 普通旅費 22万 3,960円の支出です。 

森林整備意向調査及びスマート林業ＥＺＯモデル構築協議会活動報告会への参加の旅費と

なっております。 

 10節 需用費 林道維持補修費 39万 7,100円の支出となっております。 

鶴岡地区 1箇所の補修に支出しております。 

12節 委託料 林道補修事業委託料 15万円の支出です。 

佐女川林道などの 7.5ｋｍにつきまして、春 1回、秋 1回の草刈りを中野町内会へ委託し

ております。 

地域林政アドバイザー業務委託料 55万円の支出となります。 

決算審査説明資料、11ページをご参照願います。 

森林環境譲与税の関連事業に対応するため、国が推奨する地域林政アドバイザー制度を活

用し、森林・林業に関して、知識や経験を有する事業者へ業務委託をし、森林所有意向調査

であったりとか、森林経営計画などへのアドバイスをいただいております。 

森林環境譲与税下刈業務委託料 72万 6,000円の支出となります。 

パークゴルフ場前の寄附林において、桜、栗を植栽した箇所の下刈り、雪囲いに要した費

用となっております。なお、財源につきましては森林環境譲与税を充てております。 

スマート林業実証業務委託料 23万 9,064円の支出です。 

町有林の一部にてドローンによる苗木の運搬を実施し、植林作業の効率化・軽労化の効果

の検証を実証しました。 

備品購入費 林業振興備品 159万 5,530円の支出です。 

赤外線カメラを搭載したドローン導入費用となります。 

有害鳥獣捕獲で、より効率的な捜索活動が可能となったほか、遭難者等の捜索活動であっ

たり、森林作業現場の安全確認、植栽場所の生育状況を効率的に確認することができており

ます。 
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18節 負担金補助及び交付金 1,163万 2,667円の支出です。 

豊かな森づくり推進事業補助金 441万 5,917円の支出です。 

人工造林の公共補助金残に対し、森林所有者の負担軽減を図るため、道 16％、町 10％を 

補助する事業となっております。14箇所、11.88ｈａの植林事業に対しまして、道・町補助

分あわせて 26％を支出しております。道 16％分は、歳入の道補助金として収入しておりま

す。 

 森林整備対策事業補助金 185万 7,580円の支出です。 

決算審査資料、12ページをご参照願います。 

下刈り、除伐・枝打ちの公共造林事業補助金残の所有者負担に対しまして、経費の一部を

助成する事業です。 

7法人、3団体、41個人で、下刈りの 1回刈り 19.58ｈａ、2回刈り 9.28ｈａ、除伐・枝

打ちの 3.3ｈａ、認証森林での除伐 53.26ｈａの事業に対し、助成しております。 

財源は、森林環境譲与税を充てております。 

木古内町私有林整備事業 522万 3,970円の支出です。 

森林所有者が既存の森林整備事業を活用しながら、当事業を活用することで、安定的な森

林整備を推進し、森林の有する多面的機能の維持・増進を図ることを目的とした事業です。 

財源に森林環境贈与税を充てており、補助率は 68％としております。 

 24節 積立金 3,293万 3,000円の支出です。 

森林環境譲与税の当町への譲与分を森林環境譲与税基金へ積み立てたものとなります。 

 林業振興費については、以上です。 

続いて、3目 町有林管理費についてご説明いたします。 

 12節 委託料 4,341万 7,000円の支出です。 

森林環境保全整備事業について、説明資料 13ページに記載しておりますのでご参照くだ

さい。 

町有林の森林整備に係る事業でありますが、 間伐について幸連地区 31.8ｈａ、木古内地

区 3.44ｈａを行い、1,756㎥の木材販売を行いました。 

委託料は 1,612万 6,000円、売払収入は 1,499万 6,608円となっております。 

下刈りについて、中野地区ほか 4地区で 39.88ｈａを行っておりまして、委託料は 834万

9,000円となっております。 

植栽については、木古内地区 6.07ｈａにおきまして、スギ植栽を行いました。 

委託料は、885万 5,000円となっております。 

皆伐について、木古内地区で 4.32ｈａを行い、1,136㎥の木材販売を行いました。 

委託料は 836万円、売払収入は 868万 3,226円となっております。 

決算書に戻っていただき、 薬師山環境整備事業業務委託料 86万 9,000円の支出となり

ます。 

ツツジ 130本の移植と関山さくら 30本の植樹、周辺の雑草取りに支出しております。 

18節 負担金補助及び交付金 16万 3,800円の支出です。 

はこだて森林認証協議会負担金として、支出しております。財源は、森林環境譲与税を充

てております。 

以上が、林政の歳出の説明になります。 
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歳入についても説明してよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いします。 

土門主査。 

土門主査 ありがとうございます。 

林政の歳入を説明させていただきます。 

決算書、12ページ・13ページをお開き願います。 

2款 地方譲与税、3項 森林環境譲与税、1目 森林環境譲与税、1節 森林環境譲与税 

3,293万 3,000円の収入となります。 

歳出の林業振興費で説明した、森林環境譲与税の譲与分となります。 

 決算書、28ページ・29ページをお開き願います。 

15款 道支出金、2項 道補助金、4目 農林水産業費補助金、3節 林業費補助金 森

林環境保全整備事業補助金 2,267万 9,689円、歳出の町有林管理費で説明した間伐･下刈

り･植栽･更新伐事業に対する北海道の補助金として収入しております。 

豊かな森づくり推進事業補助金につきましては 271万 7,006円、歳出の林業振興費で説明

しました豊かな森づくり推進事業に対する 北海道の補助金として収入しております。 

決算書、同じページになります。 

3項 道委託金、3目 農林水産業費委託金、2節 林業費委託金 有害鳥獣捕獲許可委

託金と北海道自然環境保護条例委託金となっており、それぞれ北海道から収入しておりま

す。 

 決算書、30ページ・31ページをお開き願います。 

16款 財産収入、2項 財産売払収入、2目 生産物売払収入、1節 生産物売払収入 

2,367万 9,834円の収入となります。歳出の町有林管理費で説明しました町有林の伐木の販

売収入となっております。 

決算書、32ページ・33ページをお開き願います。 

18款 繰入金、1項 基金繰入金、6目 森林環境譲与税繰入金、1節 森林環境譲与税

基金繰入金 1,747万 3,000円の収入となります。 

 森林環境譲与税を活用した事業への基金からの繰入金です。 

 以上で、林政部分の歳出歳入についての説明を終了いたします。よろしくご審議のほどお

願いいたします。 

新井田委員長 ただいま産業経済課グループ林業費について、説明をいただきました。 

 これより質疑を受けたいと思います。 

 ございませんか。 

 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 いま、森林環境譲与税の部分の説明を詳しくしていただきました。8月の 5日の日に道の

総会に苅部委員と出席をしてきまして、この森林環境譲与税の地方自治体のいま使用状況の

ところを講師先生から説明がございました。ほとんどの自治体で基金を積んでいる状態、こ

れは会計検査の対象になりますので、国からの検査になりますよね。それで、当町におきま

しては、産業経済課が一生懸命やって、100％をほぼ使っているというので、自信をもって

私も見ていました。ただ、この部分で確かに 100％をやるのは良いんですけれども、一番懸
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念されるのがやはり会計検査なんですよね。その辺の対応、そしていま現状、この 100％を

やっているという自治体というのはかなり少ないと。木古内町は率先してやっているという

ことなので、その辺もいま再度課長のほうから、いまこの環境譲与税の使い方について、説

明をお願いしたいと思います。 

新井田委員長 中山課長。 

中山産業経済課長 吉田委員のご質問でございます。 

 森林環境譲与税の使い方ということで、これにつきましては当町については、100％を使

用すべくいろんな課と連携しながら事業の森林環境譲与税を充てられる事業がないかという

のをいろいろと話をしながら取り組んできているところでございます。 

 今後においても関係課とも連携を取りながら、この森林環境譲与税というものを有効に活

用するようにしていきたいと考えております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 安齋委員。 

安齋委員 6番 安齋です。 

 決算 101ページ、薬師山環境整備事業委託料ということで、草刈等を行っているという説

明だったかと思います。こちらについて、どちらのほうに委託されているかというのがまず

一つ。 

 それから先日、総務・経済常任委員会のほうで現地調査をさせていただきました。非常に

登ってみて良いところだなと、もっと整備ができていたら良いなというふうに感じたところ

でもありますのでそこら辺も。ただ、問題が結構傷んでいるところも最近出てきているよう

なので、そちらのほうの整備について、今後どのような検討をされているのかというのがあ

れば教えてください。 

新井田委員長 ただいまの安齋委員のちょっと質問の中で、二つ目に質疑としていただいた

部分に関しては、商工のほうでお答えしたいということですので、そのようにさせていただ

きます。 

 一つ目のほうを中山課長。 

中山産業経済課長 安齋委員の 1件目のどこに委託しているかというご質問でございます

が、函館広域森林組合のほうに委託をしているところでございます。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 決算書の 98から 101ページまで有害鳥獣対策の報償費ということで、資料の 11

ページにも記載しているところでございます。近年、北海道全体でヒグマの被害が相次いで

おりまして、令和 7年の話ですと人的被害だったり事故も発生している中、当町の発生はそ

こまででもないということの情報も得ています。しかし、近隣町村の出没状況を見ると、秋

までにかけて当町ももしかして相当な出没があるかもしれない。あるいは、農作物や人的被

害があるかもしれないということで、警戒は常にしていなければいけないと思うんですけれ

ども、この令和 6年度の報償費、当初予算よりかは約 3分の 2くらいの執行だと思うんです

けれども、実際この資料に載っている特にクマの捕獲は 3頭ですよと。ワナについては 4箇

所設置して、このとおりの報償費ですよということなんですけれども、実際クマの出没に対

して、対策で人的人数でしたり、実際捕獲が必要だったりにも係わらず、できなかったりす



- 15 - 

 

る事例があったのかどうなのか。あるいは、万事順調に進んでこの金額になったのかという

部分を少し詳しく教えていただきたいのと、先ほどの説明のとおり、今回は狩猟免許の取得

も 12月補正で 2名のかたが取られたと。若返りも含めて大変猟友会のほうも嬉しいニュー

スだなと思っています。そんな中、林業振興備品の中でこちらは 5月の臨時議会でしたでし

ょうか、補正されてドローンを導入したと。確か町有林の視察に行った時に見せていただい

た、飛ばしていただいたのがこの購入したやつだと思うんですけれども、実際いま画像含め

素晴らしいお金かけた分だけあるなという機械も見させていただきました。メインが有害鳥

獣の対策にも使えるということで、実際ドローンを操作できる体制と言いますか、職員の

方々が例えば 1人操作できてもそのかたがいない時には、予定の日時でドローンを出動させ

るわけではなくて、緊急的に出ることもあると思いますので、その操作できる体制を職員の

中でしっかりと取れているのかもあわせてお伺いいたします。 

新井田委員長 中山課長。 

中山産業経済課長 平野委員のご質問にお答えします。 

 まず 1点目、クマの出没の件で、実際は 3頭獲ったところで捕獲をさせていただいたとこ

ろで、そのほかいたのに獲れなかったとかそういう事案がないかというような質問でござい

ますが、ワナを設置した場合にワナに入らなかった、痕跡はあったのにワナに入らなかっ

た、そういうのは件数はあります。数件です。ありますが、ほかについては捕獲につながっ

たのかなというところでございます。 

 あと 2点目のドローンの導入をさせていただきまして、その活用するにあたって職員のほ

うの対応がどうなのかということのお尋ねでございますが、昨年ドローンを購入した際に、

講習を受けていただきました。職員が講習を受けて、職員が飛ばせるような状況というもの

は、体制として整ったのかなと思っておりますが、4月に人事異動等があればその人事異動

等で、また一度も触ったことのない職員が来たりとか、そういうのはまたことし講習を受け

ていただいて、産業経済課の中ではみんな飛ばせるような状況というものを作っていきたい

と思っています。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 竹田委員。 

竹田委員 今回の資料を見て、きのうの議会終わったあと反省会をやって、きょうの決算に

向けた勉強会もしました。それで、家に帰ってから例えば 6年度の予算の資料、今回の決算

の資料を見比べてみました。ほとんど変わっていない。なぜなんだろうと。例えば資料の

12ページ、これについて例えば個数が何個だとか、どこの森林組合が施工したのか、造林

業者っていうのかな業者がやったのかって、やはりそういう資料の中で明示をすべきだと思

う。全くこれ予算資料と同じなんだ。ただ数字が少し動いているってだけ。だから、13ペ

ージも全く、やはりこれにはきちんと町有林の場所がどこだってやはり図面だとかも付ける

だとかそういう工夫をしないと。そして、例えば植栽が予算では 1,100万計上したのが 800

万になったって、なぜ例えば 300万も減額になったんだってその理由等も含めて、やはりき

ちんと説明してもらわないと我々わからないままで、ただ数字だけのこの資料でいくらでし

たって。皆伐だとか間伐の費用は、ほとんど予算額とツーツーです。本来であれば予算計上

より決算の時点で、増えたり減ったりだとかっていうのが一つの事業とすればあり得るんだ

けれども、なにかやはり数字が動かない。それが良いのかという部分もあるんだけれども、
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まずその辺含めてこのもうちょっとやはり課長、資料の作りにしても例えばこのアドバイザ

ーの部分であっても、どういうことで例えばアドバイザーを誰に委託をして、どういう効果

があったんだっていう部分がもうちょっとやはりわかるような資料でなければ、ただ実績だ

け。委託をして 50万でしたっていうだけの報告で終っているんだ。今年度で終わる事業で

あればそれはそれでいいんだけれども、次年度も継続するようなものであればきちんとこう

いう効果があったから、次年度はそれを踏まえてこうそれを活かすとそういうことにつなが

ってこないと私はだめでないのかなと。だから、このあとの水産、商工観光、みんな同じ、

この資料、決算資料は。予算資料と全く同じだ。なぜなんだろうっていう。だから、その辺

どうしてこういうふうな資料でなければあまり公にしたくないからこういうふうにしたのか

っていうふうに思わさるんだけれども、その辺の意図がもしあるとすれば説明してくださ

い。 

新井田委員長 中山課長。 

中山産業経済課長 産業経済課で提出している説明資料の作り方の話でございます。 

 まず、意図があるのかというと意図はございません。それと、予算の主要な施策事業と同

じ形にしたほうが比較もできやすいということもありますので、こういう形をとらせていた

だいているのが 1点。それと、細かい部分の情報をより丁寧にというものについては、先ほ

ども再生協議会のほうでも話をさせていただきましたが、ちょっと来年に向けて勉強をさせ

ていただきたいと思います。以上です。 

新井田委員長 ほかないですね。 

 竹田委員。 

竹田委員 課長、これ町有林の施工の例えば図面っていうか施工箇所がわかるような図面の

資料っていうのは、全然用意はしていないんだ。ここの 13ページの事業、4,000万の事業

だよ、その事業実績。どこの箇所でどうだったっていう部分が、やはりその辺は説明含めて

あるべきだと思うんですけれども、その辺いかがですか。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 10 時 49 分 

再開 午前 10 時 56 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 中山課長。 

中山産業経済課長 竹田委員のご質問でございますが、農の際にも話をされたとおり、資料

の作り方については少し勉強させていただきたいと思います。以上です。 

新井田委員長 ほかないですね。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 これをもって、林業費についての審査を終えたいと思います。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 10 時 56 分 

再開 午前 11 時 10 分 
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新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 それでは、今度は水産費について、審査を行いたいと思います。 

 説明を求めます。 

 石川主査。 

石川主査 それでは、私のほうから水産業所管の決算について、説明させていただきます。 

それでは、各課説明資料 4ページ・5ページ、不用額からご説明いたします。 

中段、農林水産業費、水産業費、水産振興費、負担金補助及び交付金 不用額 99万

9,682円となっております。 

こちらは、漁業者チャレンジ応援補助金事業の確定に伴う不用額となっております。 

それでは、水産業費の歳出をご説明いたします。 

 決算書、102ページ・103ページをお開きください。 

6款 農林水産業費、3項 水産業費、1目 水産業総務費についてご説明いたします。 

18節 負担金補助及び交付金 1,404万 7,749円となっております。 

こちらにつきましては、下から 2番目の水産物供給基盤機能保全事業負担金 242万

3,000円、各課説明資料の 14ページをお開き願います。 

国の定める水産物供給基盤機能保全計画に基づき、各漁港の計画的な補修・改善を行うも

ので、令和 6年度は釜谷地区の船揚場の補修工事及び実施設計に係る負担金となっておりま

す。 

続きまして、一番下段の水産基盤整備事業負担金 1,075万 7,000円、各課説明資料 15

ページをお開きください。 

水産生物の良好な生息環境空間を創出するための藻場施設囲い礁の整備事業となっており

ます。令和 6年度は札苅工区の一部、泉沢及び釜谷工区における工事施工に係る負担金とな

っております。 

 続きまして、6款 農林水産業費、3項 水産業費、2目 水産振興費についてご説明い

たします。 

1節 報償費及び 4節 共済費については、地域おこし協力隊の給与として支出しており

ます。 

 続いて、各課説明資料の 16ページをお開きください。 

12節 委託料 漁業後継者育成コーディネート業務委託料 114万 4,804円、地域おこし

協力隊の新規漁業者育成のための研修内容への支援に対する業務委託料です。 

 続きまして、18節 負担金補助及び交付金 1,439万 2,318円、各課説明資料の 17ペー

ジをお開きください。 

ウニ人工種苗購入事業補助金 210万円、事業主体につきましては上磯郡漁業協同組合

で、漁獲量は 6ｔとなっており、種苗放流を継続実施し資源の維持につながっております。 

続きまして、アワビ人工種苗購入事業補助金につきましては、育成センターの種苗で病気

が発生したため中止となっております。 

続いて、各課説明資料の 18ページをお開きください。 

ナマコ人工種苗購入事業補助金 25万 5,000円、同じく事業主体は上磯郡漁業協同組合

で、漁獲量は 2.5ｔなっており、種苗放流を継続実施し資源の維持につながっております。 

続きまして、ホタテ種苗購入事業補助金につきましては、昨年に引き続き、ホタテのへい
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死や対象漁家の体調不良等による取扱数量の減少を理由に、事業の取り下げの申し出があり

ました。 

続きまして、カキ種苗購入事業補助金 30万 2,000円、同じく事業主体は上磯郡漁業協

同組合で、養殖事業者は 2漁家となっております。漁獲量につきましては、0.3ｔになって

おりまして、カキ養殖漁家の経営安定とカキ養殖漁業の推進につながっております。 

続きまして、各課説明資料 17ページをお開きください。 

漁業活動支援事業補助金 1,138万 7,000円、こちらにつきましては施設導入・改修事業

費、漁具導入事業、船舶事業、事業費が 2,879万 4,393円で、町の負担が 1,138万 7,000円

となっております。 

漁業活動支援事業を実施したことで、漁業者の生産活動及び経営の安定につながっており

ます。 

以上で、歳出の説明になります。 

続きまして、歳入の説明もしてよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いいたします。 

石川主査。 

石川主査 決算書、28ページ・29ページをお開きください。 

15款 道支出金、3項 道委託金、3目 農林水産業費委託金、3節 水産業費委託金 

漁港管理業務委託金 46万 4,327円、漁港使用料及び利用料の権限移譲を行っている委託

金となっておりまして、漁船 46隻、用地利用 13件、プレジャーボート長期 28隻、短期 12

隻の利用料で、46万 4,327円となっております。 

以上が、水産の歳入説明となります。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ただいま、水産業費の説明を受けました。 

 これより質疑を受けたいと思います。 

 どうでしょうか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 水産業の総務費で漁港の照明電気料、こちら 3月の議会での減額補正した時にも要望とい

うかお伺いしたんですけれども、漁港の照明が何箇所か切れておりまして、その時に確認を

対応するというお返事だったんですけれども、その後どうなったのかをお伺いいたします。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの平野委員のご質問にお答えいたします。 

 平野委員からご質問のありました漁港の照明につきましては、全ての漁港、釜谷も含めま

して北海道のほうに継続して要望を行っております。以上です。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 北海道のほうに引き続き、要望を行っておりますが、北海道のほうが予算が付き

次第執行していただくということの連絡となっております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 安齋委員。 

安齋委員 資料 19ページ、一番最後のところです。 

 漁業活動支援事業ということで、施設の導入・改修事業、それから漁具導入事業、船舶・
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車両事業ということで、以前にもこちらについて漁具等の導入、これに関してお願いという

かやったらどうなんでしょうかという話をしたことがあるんですが、漁具を購入する。当然

ながら新しいものをいれるわけなんですけれども、古いものについてゴミとして漁港内に積

み上げて処理していないと。このゴミの処理についてもやるように指導してくださいよと。 

 それから、これに対しても補助を付けてやったらどうなんでしょうかっていう話を前にし

たことがあるんですけれども、この点についてたぶんなにも進んでいないと思うんですけれ

ども、現状はいかがか確認されていますか。 

新井田委員長 中山課長。 

中山産業経済課長 いまの安齋委員のご質問でございます。 

 このゴミの関係につきましては、我々も漁業協同組合とはいろいろ話はさせていただい

て、このチャレンジを使うかどうかというそこまでの話には至っていないところで、漁業協

同組合のほうには依頼をしているのがいまの現状でございます。以上です。 

新井田委員長 安齋委員。 

安齋委員 たぶんそういうふうな状況だろうなと。現地を見てもなにも変わっていないよう

な状況なので、要望的なものにはなりますけれども、ゴミの処理、古い漁具の処分、これに

ついてもきちんとやるようにし、それに対しても補助を付けるとか使えるとかそういうよう

な形にしていってもらえればいいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 歳出の 103ページをお願いいたします。 

 いまさらの質問になりますけれども、渡島さけ・ます増殖事業会費 42万、北海道さけ・

ます増殖事業会費 1万円と。43万円の支出をしていますけれども、私の中では亀川のさ

け・ますふ化場がある故に、この協会費というのが必要だったというのがあるんですよね。 

 その辺がいまどういうふうに、これの中身についていまさらの質問なんですけれども、こ

の 42万の会費というのはどういうふうな形の中で、必ず漁組があるからこれが必要なんだ

っていうのであれば、それはそれでいいんですが、この部分についての説明をすみません、

よろしくお願いします。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの吉田委員のご質問にお答えいたします。 

 こちらの負担金につきましては、種苗の生産に係る費用とあとさけの漁獲によりまして、

この負担金のほうが決定している形になります。委員おっしゃられたとおり、亀川のふ化場

のほうは使用していないんですが、さけ・ます増殖協会のほうがさけの稚魚の養殖を行っ

て、放流は行っていますので、それに対する負担金となります。以上です。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 これ 42万って適正なんですかってちょっと思うんです。たぶん漁業のやつの種

苗の部分も入っているからこれは適正だって言われればそれまでなんですけれども、こんな

に高い会費っていうのはあるのかなっていうのがあるんですけれども、ただ渡島の場合全市

町村が入っているっていう認識でよろしいですか。 

新井田委員長 石川主査。 

石川主査 ただいまの吉田委員のご質問ですが、全市町村が入っています。以上です。 
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新井田委員長 ほか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、水産業費については、審査終了とさ

せていただきます。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 11 時 22 分 

再開 午前 11 時 24 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 引き続き、今度は商工観光創生室のほうの労働費について、審査を行いたいと思います。  

 早速、説明を受けたいと思います。 

 中川主査。 

中川主査 それでは、商工観光創生室の中川です。 

商工労働所管・観光所管の決算について、説明いたします。 

はじめに、不用額一覧から説明させていただきます。 

それでは、決算資料 4ページ・5ページをお開き願います。 

商工費、商工費、商工総務費、負担金補助及び交付金 不用額 36万 9,000円となって

おります。 

商工会補助金実績に伴う不用額となっております。 

商工費、商工振興費、負担金補助及び交付金 不用額 220万 6,462円となっておりま

す。 

主な不用額としましては、木古内エール商品券補助金 124万 2,339円は、実績に伴う不

用額となっております。 

また、特産品販路拡大開発支援事業補助金申請金額の減による不用額 43万 7,321円と

なっております。 

次に、商工費、観光推進費、負担金補助及び交付金 不用額 300万 2,638円となってお

ります。 

アイアンマンジャパンみなみ北海道木古内イベント実行委員会に対し、北海道からの補助

が確定したことによる不用額となっております。 

決算書、94ページ・95ページをお開き願います。 

5款 労働費、1項 労働諸費、1目 労働諸費についてご説明いたします。 

8節 旅費 3万 8,240円、10節 需用費 一般消耗品費 9,900円、18節 負担金補助

及び交付金 渡島西部通年雇用促進支援協議会負担金 5万円、決算書 104ページ・105ペ

ージをお開き願います。 

 7款・1項 商工費、1目 商工総務費についてご説明いたします。 

決算資料の 20ページをご覧ください。 

18節 負担金補助及び交付金 612万 5,000円、木古内商工会補助金 612万 5,000円、 

商工会職員の人件費補助となっており、内訳は記載のとおりです。 

次に、2目 商工振興費についてご説明いたします。 
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12節 委託料 観光交流センター指定管理料 1,532万 3,000円、観光交流センター指定

管理料として支出しております。 

18節 負担金補助及び交付金 4,294万 7,538円、中小企業融資信用保証料補助金 39

万 9,443円、決算資料 20ページ・21ページをご覧ください。 

運転資金 4件、設備資金 2件分となっております。 

中小企業融資利子補給補助金 142万 5,024円、一般枠は融資利率 2.75％のうち 2％を補

給しており、補給件数は 24件となっております。 

コロナ枠の融資利率 2.75％のうち全額を補給しており、補給件数は 16件となっておりま

す。 

特産品販路拡大・開発支援事業補助金 106万 2,679円、決算資料 22ページをご覧くだ

さい。 

①販路拡大支援事業、申請件数 5社、事業費 17万 3,679円、商談エリアは大阪府・宮

城県・札幌市となっており、参加したことでバイヤーとの関係性が図られ、新たな販路拡大

につながっております。 

②特産品開発支援事業、申請件数 4社、事業費 88万 9,000円、開発商品は 4商品とな

り、農産加工品 1商品・水産加工品 1商品・菓子類 2商品の開発につながっております。 

木古内エール商品券事業補助金 3,639万 661円、決算資料の 23ページをご覧くださ

い。 

第 8弾事業期間は、令和 6年 12月 21日、令和 7年 3月 16日までとなっております。 

第 8弾は 1万円分の商品券を発行しており、3,536刷発行しており、商品券取扱店舗数は

81社となっております。 

決算書、106ページ・107ページをご覧ください。 

3目 観光推進費について、ご説明いたします。 

10節 需用費 356万 5,380円、各種プロモーションで使用しているうちわやボトルホル

ダー・ ボールペンなどの作成、観光パンフレットの増刷のため支出しております。 

18節 負担金補助及び交付金 1,133万 7,362円、新幹線木古内駅活用推進協議会負担金 

240万、決算資料の 24ページをご覧ください。 

渡島西部・檜山南部の 9町の協議会に対する負担金です。 

事務局は木古内町で、新幹線木古内駅を核とした広域観光ルートの形成や特産品等の情報

発信で、交流人口の拡大を図るため事業展開しており、令和 6年度においては、記載の 5点

の事業を展開しております。 

木古内町観光協会補助金 208万 1,000円、決算資料の 25ページを参照願います。 

受入体制の強化やラジオ・ＳＮＳ等を活用した情報発信、チューリップフェア等のイベン

トを開催したことで、町内外からの誘客につながっております。 

また、星空ガイドを招聘し星空観察会を実施したことで新たな観光メニューにつながって

おります。 

アイアンマンジャパンみなみ北海道木古内イベント実行委員会補助金 307万 6,362円、

決算資料の 26ページをご覧ください。 

アイアンマンジャパンみなみ北海道木古内イベント実行委員会に対する補助金で、アイア

ンマンジャパンみなみ北海道大会の開催に伴い、世界各国から訪れる参加者や関係者・観光



- 22 - 

 

客に対し、木古内町の魅力やおもてなしの心を世界に発信することで、観光客の来訪や交流

人口を図るために、記載の 3点の事業を展開しております。 

続いて、歳入の説明をしてもよろしいでしょうか。 

新井田委員長 よろしくお願いします。 

中川主査。 

中川主査 決算書、28ページ・29ページをご覧ください。 

15款 道支出金、3項 道委託金、4目 商工費委託金、1節 商工費委託金 商工会権

限委譲委託金 1万 6,935円、商工会法に基づく、決算関係書書類 1件を行ったことによる

委託金です。 

電気用品安全法権限移譲委託金 1万 4,975円、電気用品安全法に基づく、立入検査 2件

を行ったことによる委託金となっております。 

決算書、34ページ・35ページをご覧ください。 

20款 諸収入、3項 貸付金元利収入、1目 商工費預託金元利収入、1節 商工振興費

預託金元利収入 600万 361円を収入しております。 

決算書、39ページをご覧ください。 

20款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、3節 雑入、産業経済課が所管しております上

から 3番目、観光交流センター指定管理料返還金 161万 7,789円を収入しております。 

指定管理団体との協定のとおり、利益額の 2分の 1を返還することになっていることか

ら、令和 5年度の実績に伴う還付金となります。 

4段目、雇用保険繰替金 6万 9,952円を収入しております。 

こちらは地域おこし協力隊 4名、計 4名の雇用保険本人負担分となっております。 

以上、商工観光創生室につきましては以上となりますので、よろしくご審議のほどお願い

します。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、労働費についてご説明いただきました。 

 質疑を受けたいと思います。 

 なにかございますか。 

 苅部委員。 

苅部委員 8番 苅部です。 

 ちょっと 2点ほどお聞きしたいんですけれども、ちょっと最近木古内の周りの町村でクマ

が結構想定外のところに出没しているというような形で、結構騒がれているんですけれど

も、9月 1日プレオープンですか、大平のキャンプ場なんですけれども、そのクマに対する

対策のほうはどのようにという部分をまず 1点お聞きいたします。 

 それで 2点目ですけれどもちょっと続けて、いま各観光のほうでいろいろ施策を出され

て、いろいろおやりになられていると思うんですけれども、これで資料の 26ページでアイ

アンマンの部分でちょっと出ていたんですけれども、地域経済の活性化が図られたというよ

うな表現になっているんですけれども、具体的に地域経済にどのような恩恵があったのかと

いう部分含めて、できれば金額のほうをお示しいただけるとありがたいんですけれども、以

上です。 

新井田委員長 苅部委員、いま質問として報告あったんですけれども、1番目に質問したク
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マの対策については、これ産業経済課のほうの管轄でいろいろ説明を受けていますので、こ

れはちょっとそぐわないので、1番目に関しては却下いたします。2番目についての質問を

受けたいと思いますので。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 11 時 34 分 

再開 午前 11 時 34 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 中川主査。 

中川主査 苅部委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 観光の経済効果ということにつきましては、概算ではございますが、令和 6年度の経済効

果は、北海道観光機構が公表している旅行消費額の単価を用いた場合は約 60億円、そして

また平成 29年度に策定した木古内町観光振興計画での旅行消費額の単価を用いた場合でい

きますと約 25億円となります。以上となります。 

新井田委員長 苅部委員。 

苅部委員 全体で 25億円ということで、それの根拠はなんでしょうか。総額でバッと言わ

れても。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 11 時 35 分 

再開 午前 11 時 36 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 福井（弘）室長。 

福井（弘）商工観光創生室長 苅部委員のご質問でございますが、先ほど中川主査のほうで説

明させていただきました 25億のこの金額につきましては、先ほど委員が言われたとおり、

アイアンマンだけの経済効果となかなかいま出せるわけではなくて、それとは別に令和 6年

度年間の観光の消費額の金額を説明させていただきました。 

 再質問の観光の消費額のこの根拠の部分でございますが、観光の消費額の計算式が観光客

がこの地域でどれくらい消費をされているかという金額を算出する必要がございます。 

 こちらにつきましては、国や道が同じような計算式で割り出してはいるんですけれども、

実際に観光客にヒアリングをさせていただいて、その単価を平均単価を用いて、それに観光

客数を掛けて消費額を積算するというようなものでございまして、こちらの 25億につきま

しては、私達木古内町のほうで平成 29年度に観光振興計画を策定する際に、観光消費額を

算定してございます。そちらの単価を用いまして、令和 6年度 72万 5,000人ほどの観光入

込客数がおりますので、そちらを掛けてこの 25億という金額となってございます。 

新井田委員長 苅部委員。 

苅部委員 ありがとうございます。 

 そうしますと、1人あたりいくら使って、それ掛けるということでよろしいんですよね。  
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それで、仮にいま 25億ということであると町として税収どれぐらい上がったんでしょう 

か、観光によって。 

新井田委員長 福井（弘）室長。 

福井（弘）商工観光創生室長 ちょっと税収までは、各事業者さんがどれくらいそれで消費 

していただいたかというのが、あくまでもこれ概算で単価の平均でございますので、それが 

どれだけ税収に跳ね返っているかというのはちょっとわからない状況でございます。 

新井田委員長 苅部委員。 

苅部委員 その点は了解しましたので。それで今後ですけれども、いままで数字や観光客何 

名という部分の発表だったんですけれども、今後そういった意味では観光客 1人あたりいく 

らで、どれくらいの観光でお金を使っていただいたかという部分含めた資料のほうも今後ち 

ょっと作っていただいて、発表していただけると非常にありがたいんですけれども。できれ 

ば各例えば宿泊ですとか買い物ですとか飲食ですとかという部分、その辺まで大枠にわかる 

といいんじゃないかと思うんですけれども。 

新井田委員長 福井（弘）室長。 

福井（弘）商工観光創生室長 そこまで細かくは実際把握はできませんので、申し訳ないんで 

すが、わかる範囲での答えとなってございます。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 資料で確認いたしますけれども 22ページで、これは何年にもわたってやっている特産品

の販路拡大や支援事業補助金ということで、ここに今回事業効果ということで短文ではあり

ますけれども、新たに販路拡大につながったという簡単な説明がありますけれども、実際に

この令和 6年度で言うとこの 5社がこの補助を受けたことにより、何社がどの程度の販路拡

大できたのかっていうのを把握していればお伺いしたいのと、特産品の開発についてもその

事業者が新たな商品で販売につながる売上につながるということはもちろんですけれども、

当町のふるさと納税の商品像に寄与するということも目的であると思いますので、この 6年

度については、全ての商品がふるさと納税の商品のリストの中に加わっているのかどうなの

か。過去何年にもわたって、そのふるさと納税にだいたいでもいいので、何割程度が商品が

ふるさと納税の商品となっているのかもあわせてわかる範囲でお伺いいたします。 

新井田委員長 福井（弘）室長。 

福井（弘）商工観光創生室長 平野委員のご質問でございます。 

 特産品販路拡大・開発支援事業で、新たな販路拡大ということで、一応一業者で関西圏で

販路が新しくつながったということで伺ってございます。 

 また、特産品の開発支援のほうの部分で、ふるさと納税でどれくらいの寄附があったかと

いうところでございますが、一応いまこの販路拡大で開発した商品が 15商品ございまし

て、令和 6年度の実績ではございますが、寄附件数が 14件で、約 30万円ぐらいの寄附額と

なってございます。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 寄附金までは聞いていないんですけれども、その 14商品のうちの 14分の何種類

がふるさと納税の商品として載っているのかという。ですので、この販路拡大で支援する以
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上は当然、業者の支援にはなるのと同時に当町のふるさと納税の金額増につながることにも

なりますので、そこの商品がどのくらいふるさと納税の商品のプラス上積みになっているの

かと。だいたいでもよろしいです。 

新井田委員長 福井（弘）室長。 

福井（弘）商工観光創生室長 平野委員の再質問でございますが、開発した商品がふるさと納

税の商品としてどれだけ数が登録されているかというご質問だと思います。 

 リストが持ってはいたんですが、全てがあっているかどうかが確認はいまさせていただい

ていなくて、でも半数以上はふるさと納税で認定されたものがふるさと納税の商品に返礼品

としてなっているかと思ってございました。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、商工観光創生室の所管の商工費につ

いて、審査を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 11 時 44 分 

再開 午前 11 時 49 分 

 

 

（3）建設水道課 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 建設水道課所管の審査になります。まずは、施設管理費について、審査を行いたいと思い

ます。 

 説明を求めます。 

 構口課長。 

構口建設水道課長 まず私のほうからは、建設水道課における財産・施設のほうの説明をさ

せていただきます。 

 決算書のほうにつきましては、決算書 52ページから 57ページになりますので、ご参照く

ださい。 

それでは、決算書 52ページから 57ページになりますが、下段のほうの 2款 総務費、1

項 総務管理費、3目 施設管理費です。 

これにつきましては、施設の会計年度任用職員の報酬、施設の維持管理、修繕費、工事請

負費、公用車が主な管理のものとなっております。 

予算額 1億 648万 9,000円、決算額 1億 456万 3,220円、執行率 98.2％となっており

ます。 

1節 報酬、4節 共済費につきましては、会計年度職員の人件費、8節 旅費の執行はご 

ざいませんでした。 

10節 需用費、これにつきましては 54ページから 55ページにかかります。 

施設の修繕費・光熱費、車両の修繕費等となっております。 
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続きまして、11節 役務費、12節 委託料については、経常経費で例年並みとなってお

ります。 

 56ページ・57ページに進みまして、13節 使用料及び賃借料、例年並みでございます。 

14節 工事請負費につきましては、備考欄に書いております公共施設等のエアコン設置

工事を令和 5年度から繰り越しで行っております。 

 17節 備品購入費、これにつきましては公用車として電気自動車の購入です。 

18節 負担金補助及び交付金、これにつきましては中野活性化センターの助成金、14節 

積立金、これにおきましては歳入において旧江差線施設解体撤去事業準備金積立金の取り崩 

しがあったことによって、利子収入が増えたことによりまして、差額を予備費から充用して

おります。 

26節 公課費につきましては、重量税です。 

以上が歳出になります。 

続いて、歳入に入ってもよろしいでしょうか。 

新井田委員長 よろしくお願いします。 

構口課長。 

構口建設水道課長 決算書、16ページから 17ページになります。 

下段のほうになります。 

13款 使用料及び手数料、1項 使用料、1目 総務費使用料、1節 会館使用料は、産

業会館の使用料となっております。 

決算書、30ページから 31ページになります。 

16款 財産収入、1項 財産運用収入、1目 財産貸付収入です。1節 土地建物貸付収

入につきましては、町有地の貸し付けとなっております。 

 3節 町職員住宅貸付収入は、職員への住宅の貸付料となっております。 

 続いてその下にいきまして、2目・1節 利子及び配当金、備考欄の中段になりますが、

旧江差線施設解体事業準備基金積立金利子収入となっております。 

続いてその下、2項 財産売払収入、1目 不動産売払収入 土地等売払収入です。 

これにつきましては、木古内川広域河川改修によるものでございます。 

その下、3目 物品売払収入はございませんでした。 

36ページから 37ページに進みます。 

20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入につきましては、備考欄下段の建設水道課のうち 

技術職員研修料と公営住宅共同電気料、コピー以外、これを除いたものが財産の担当となっ

ております。 

 以上、歳入の説明を終わります。 

なお、財産・施設担当におきましては、決算資料における不用額と主要な施策事業はござ

いません。以上になります。ご審議をよろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 いま施設管理費について、説明をいただきました。 

 これより質疑を受けたいと思います。 

 なにかございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 
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新井田委員長 ないようですので、これをもって審査終了とさせていただきます。 

 引き続き、土木管理費のほうの説明を受けたいと思います。 

 岩本室長。 

岩本上下水道室長 私のほうから、土木のほうの説明をさせていただきます。 

 決算書、108ページ・109ページをお開きください。 

8款 土木費、1項 土木管理費、1目 土木総務費 決算額 257万 3,079円は、前年度

並みとなっております。 

2項 道路橋梁費、1目 道路維持費 決算額 2億 4,839万 7,990円、12節 委託料に

おいて、前年度対比 1億 4,000万円ほど増になっておりますが、主に除雪の増と小学校裏

の佐女川跨線人道橋の撤去工事を行ったことによるものです。 

 14節 工事請負費については、記載している 3件の工事を実施しております。 

続きまして、決算書 110ページ・111ページです。 

2目 道路新設改良費 決算額 2億 3,811万 8,861円です。 

12節 委託料、14節 工事請負費において、前年対比 2億 4,000万円ほど増しており

ますが、元瓜谷橋架替事業に着手したことによるものです。 

3項 河川費、1目 河川総務費 決算額 299万 2,100円、主に令和 6年度は大平川と

八千代川の浚渫を行っております。 

4項 都市計画費、1目 都市計画総務費 決算額は下水道事業会計への負担金となって

おります。 

以上が歳出です。 

次に、歳入の説明に入らせていただきます。 

決算書、18ページ・19ページになります。 

上段の 13款 使用料及び手数料、1項 使用料、3目 土木費使用料、1節 道路使用

料、2節 堤塘使用料が北電・ＮＴＴ電柱の占用料使用料となっております。 

下段の 2項 手数料、1目・1節 総務手数料のうち備考欄下から三つ目、都市計画図等 

交付手数料が土木担当となっております。 

決算書、22ページ・23ページです。 

中段の 14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、4目 土木費補助金、1節 道路橋梁費交

付金 橋梁長寿命化事業及び雪寒除雪による交付金となっております。 

 決算書、24ページ・25ページです。 

中段の 15款 道支出金、1項 道負担金、3目 土木費負担金、1節 工事負担金は、元

瓜谷橋架設事業における北海道からの負担金となっております。 

続いて、決算書 28ページ・29ページです。 

下段の 15款 道支出金、3項 道委託金、5目 土木費委託金、1節 河川費委託金は、

北海道管理河川における 22箇所の樋門樋管操作委託金となっております。 

以上、歳入の説明となります。 

次に、決算資料の説明に入らせていただきます。 

決算資料、4ページ・5ページをお開きください。 

不用額一覧になります。 

下段の下から 2行目、土木費、道路橋梁費、道路維持費、委託料、不用額 1,317万
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9,491円は、除排雪費の不用額となっております。 

決算資料、8ページをお開きください。 

主要な施策事業等説明資料となります。 

こちらの事業には、元瓜谷橋架替事業として、元瓜谷橋の上部工撤去、下部工橋脚の撤去

新設工事を行っております。 

以上で、説明を終わります。ご審議よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、土木管理費について、説明を受けました。 

 なにか質問ございますでしょうか。 

 大変ちょっとここで皆さんに諮りたいと思います。 

 質疑がありそうなので、時間ももうお昼が押していますので、とりあえずここで休憩を取

りたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 12 時 00 分 

再開 午後 1 時 00 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 午前中に引き続き、建設水道グループ所管であります土木管理費について、審査を行いま

す。 

 説明に関しては午前中終わっていまして、質疑の部分で受けたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、質疑を求めます。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもって、土木費に関しては審査を終了とさせてい

ただきます。 

 引き続き、建築担当のほうの説明を求めたいと思います。 

 小西主査。 

小西主査 それでは、建築担当から説明させていただきます。 

 はじめに、歳出から説明いたします。 

決算書は、110ページ・111ページをお開きください。 

8款 土木費、5項 住宅費、1目 住宅管理費は、町営住宅に関わる工事・経常経費・ 

修繕費となっており、予算額 1,592万 9,000円、決算額は 1,552万 7,957円となっており

ます。 

8節 旅費についての支出はありませんでした。 

10節 需用費、11節 役務費については、前年とほぼ同額となっております。 

続きまして、112ページ・113ページです。 

12節 委託料については、前年とほぼ同額となっておりますが、委託料のうち町営住宅 

耐力度調査委託とアスベスト含有調査委託は交付金事業となっており、交付率は対象事業費
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の 2分の 1となっております。 

21節 補償・補填及び賠償金についての支出はありませんでした。 

2目 道営住宅管理費は、北海道から指定管理業務を受けている道営住宅の管理費で、予

算額 390万 4,000円、決算額 368万 8,106円となっております。 

以上が、歳出になります。 

続いて、歳入の説明に入らせていただきます。 

決算書は、18ページ・19ページをお開きください。 

13款 使用料及び手数料、1項 使用料、3目 土木費使用料です。 

3節 住宅使用料現年分 調定額 4,089万 8,800円に対し、収入済額 4,028万 4,270

円となっております。 

4節 住宅使用料滞納分 調定額 1,017万 6,164円に対し、収入済額は 53万 7,647円で 

す。 

 5節 駐車場使用料 調定額 123万 5,481円に対し、収入済額は 117万 5,468円となっ

ております。 

続きまして下にさがり、2項 手数料、1目・1節 総務手数料です。 

備考欄の下段二つになりますが、車庫証明等交付手数料、住宅督促手数料が建築所管分と

なっております。 

次に、22ページ・23ページです。 

14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、3目 衛生費補助金です。 

3節 空き家対策総合支援事業交付金 266万 4,000円のうち、92万 9,000円が建設グル

ープ建築所管分となっております。 

 4目 土木費補助金、2節 住宅費交付金 997万 5,000円は、北海道地域住宅交付金と

なっております。 

 次に、30ページ・31ページです。 

15款 道支出金、3項 道委託金、5目 土木費委託金、3節 住宅費委託金 収入済額 

389万 9,592円は、それぞれ建築確認事務・建設リサイクル法事務・道営住宅指定管理業

務の委託金となっております。 

次に、36ページ・37ページです。 

20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入、備考欄下段、建設水道課のうち公営住宅共同電

気料が建築担当分となっております。 

以上が歳入になります。 

続いて、決算資料の説明に入らせていただきます。 

決算資料、12ページ・13ページになります。 

12ページに、公営住宅の過去 5年間の収納状況と入居状況を記載しております。 

13ページが滞納状況となっております。 

住宅使用料については、現年度分は収納率 98.5％、滞納繰越分については、収納率 5.3％

となっており、不納欠損処理を 2件行っております。 

以上で、説明を終わります。ご審議よろしくお願いします。 

新井田委員長 ご苦労様でした。 

 いま住宅費等について、説明がございました。 
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 これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、次に移りたいと思います。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 07 分 

再開 午後 1 時 07 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 引き続きまして、上下水道関係です。簡易水道事業会計について、説明を求めたいと思い

ます。 

 村上（浩）主査。 

村上（浩）主査 令和 6年度簡易水道事業会計決算について、決算資料により説明いたしま

す。 

それでは、決算資料の 14ページをお開きください。 

1.有収率について、説明いたします。 

有収率において前年度 72.78％に対し、令和 6年度は 71.40％となり、前年度対比 1.38 

ポイントの減少となりました。 

次に、説明資料 15ページをお開きください。 

2.損益勘定の収益的支出から説明いたします。 

なお、収益的収支につきましては、税抜き表記となっております。 

1款 簡易水道事業費用、1項 営業費用、1目 原水及び浄水費の決算額は 3,337万 

7,162円、前年度対比で 266万 8,213円の増となっております。 

2目 配水及び給水費の決算額は 1,285万 1,550円、前年度と大きな差異はございませ

ん。 

3目 総係費の決算額は 1,099万 2,611円、前年度と大きな差異はございません。 

4目 減価償却費の決算額は 6,738万 1,247円、前年度対比で 351万 1,763円の増となっ

ております。 

5目 資産減耗費の決算額は 11万 9,900円、前年度対比で 131万 100 円の減となってお

ります。 

6目 その他営業費用の支出は、ありませんでした。 

次に、2項 営業外費用の決算額は 1,224万 9,745円となり、前年度と大きな差異はござ

いません。 

3項 特別損失及び 4項 予備費についての支出はありませんでした。 

以上、簡易水道事業費用の決算額は税抜きで、1億 3,697万 2,215円となり、前年度対比

で 513万 2,332円の増となりました。 

続きまして、収益的収入について説明いたします。 

決算資料、14ページにお戻りください。 

1款 簡易水道事業収益、1項 営業収益、1目 給水収益の決算額は 9,117万 1,137
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円、前年度対比で 228万 9,933円の減となっております。 

減少の主な要因は、使用水量の減によるものでございます。 

2目 その他営業収益の決算額は 72万 7,589円、前年度と大きな差異はございません。 

次に、2項 営業外収益、1目 受取利息及び配当金の決算額は 9万 9,914円で、前年度

と大きな差異はございません。 

2目 他会計補助金の決算額 3,116万 9,437円は、総務省の繰出基準に基づく経費など

に対し、一般会計から繰り入れたものでございます。 

 3目 長期前受金戻入の決算額は、2,413万 459円となっております。 

4目 雑収益の決算額は 1万 66円で、前年度と大きな差異はございません。 

3項・1目 過年度特別損益修正益の執行はありませんでした。 

以上、簡易水道事業収益の決算額は税抜きで、1億 4,730万 8,602円となり、前年度対比

で 181万 2,568円の増となりました。 

当年度の純利益は、決算資料の 14ページ下段の収入合計から 15ページ下段の費用合計を

差し引きまして、1,033万 6,387円となりました。 

 次に、資本的支出について説明します。 

 決算資料、16ページをお開きください。 

なお、資本的収支につきましては、税込表記となっております。 

下の表、1款 資本的支出、1項 建設改良費、1目 営業設備費の決算額は 1,072万

9,048円、前年度対比で 341万 9,768円の増となっております。 

2目 配水管改良費の決算額は 4,769万 3,800円、事業費の増により前年度対比で 2,548 

万 4,800円の増となっております。 

内訳としましては、老朽管更新工事、配水支管布設工事を行ったものでございます。 

次に、2項・1目 企業債償還金の決算額は 4,675万 1,029円、前年度対比で 44万 4,915 

円の減となっております。 

以上が資本的支出で、決算額は 1億 517万 3,877円となりました。 

続きまして上の表、資本的収入について説明いたします。 

1款 資本的収入、1項・1目 企業債の決算額は 3,040万円、前年度対比で 3,650万円

の減となっております。 

次に、2項・1目 国庫補助金の決算額は 1,480万円、前年度対比で 1,160万円の減とな

っております。 

3項・1目 他会計補助金の決算額は 1,371万 7,000円、前年度対比で 194万円の減とな

っております。 

以上が資本的収入で、決算額は 5,891万 7,000円となりました。 

資本勘定におきましては、収入合計から支出合計を差し引いた 4,625万 6,877円が不足と

なりまして、収支不足額は内部留保資金で補てんしております。 

続きまして 17ページ、収納率及び未収金でございます。 

収納率につきましては、現年度分が 98.8％、過年度分は 46.4％、未収金残高は 298万

5,129円となっております。 

18ページは未納一覧の表となっており、令和 5年度以前の未収金と令和 6年度の未収状

況を記載しております。 
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19ページは、内部留保資金の明細です。 

令和 6年度の内部留保資金の合計額は、3億 9,562万 7,090円となっております。 

資本的収支不足額 4,625万 6,877円は、内部留保資金のうち消費税及び地方消費税資本

的収支調整額と損益勘定留保資金で補てんしております。 

戻りまして、9ページをお願いいたします。 

主要な施策事業等の説明資料で、木古内町簡易水道事業老朽管更新工事について記載して

おります。 

以上で、簡易水道事業会計決算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、簡易水道事業会計並びに資本勘定含めて説明をいただきました。 

 これについて、質疑を許します。 

 なにかございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、審査を終了とさせていただきます。 

 引き続き、下水道事業特別会計のほうを一つよろしくお願いいたします。 

 説明を求めます。 

 村上（浩）主査。 

村上（浩）主査 続きまして、令和 6年度下水道事業会計決算について、決算資料により説明

いたします。 

はじめに、本町の下水道事業ですが、令和 6年度から地方公営企業法を全部適用しており

ますので、簡易水道事業と同様に公営企業会計としての決算整理を行っております。 

それでは、説明資料の 20ページをお開きください。 

1. 有収率について、説明いたします。 

有収率においては前年度 85.97％に対し、令和 6年度は 88.3％となり、前年度対比 2.33 

ポイントの増加となりました。 

次に、決算資料 21ページをお開きください。 

2. 損益勘定の収益的支出から説明いたします。 

なお、収益的収支につきましては、税抜き表記となっております。 

1款 下水道事業費用、1項 営業費用、1目 処理場管理費は、きこないクリーンセンタ 

ーの維持管理に要する経費を計上しており、決算額は 3,553万 3,771円でございます。 

主な内訳としては、委託料で 2,519万 3,721円の執行となっております。 

2目 管渠管理費は、下水道管渠の維持管理に要する経費及び職員 1名分の人件費を計上

しており、決算額は 1,232万 5,202円となっております。 

3目 総係費は、下水道事業の事務的経費及び職員 1名分の人件費を計上しており、決算

額は 1,011万 1,484円となっております。 

4目 減価償却費の決算額は 8,354万 9,059円、5目 資産減耗費の決算額は 829万

8,673円でございます。 

6目 その他営業費用の支出は、ありませんでした。 

次に、2項 営業外費用、1目 支払利息の決算額は、1,303万 5,508円でございます。 
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2目 雑支出の決算額は 1,406万 4,993円となり、これは消費税の計算過程において発生

した精算差額を計上したもので、減価償却費や資産減耗費と同様に、現金支出を伴わない費

用でございます。 

3項 特別損失及び、4項 予備費についての支出はありませんでした。 

以上、下水道事業費用の決算額は税抜きで、1億 7,691万 8,690円となりました。 

続きまして、収益的収入について説明いたします。 

資料 20ページにお戻りください。 

1款 下水道事業収益、1項 営業収益、1目 下水道使用料の決算額は、2,981万 7,400 

円となっております。 

下水道使用料は、接続件数の増により若干の増加傾向でございます。 

2目 他会計負担金は、雨水処理負担金を一般会計から繰り入れたもので、決算額は 38 

万 2,000円となっております。 

3目 その他営業収益は、各種手数料収入を計上したもので、決算額は 294万 3,496円と

なっております。 

次に、2項 営業外収益、1目 受取利息及び配当金の収入はありませんでした。 

2目 他会計負担金の決算額 4,383万 8,000円は、総務省の繰出基準に基づき、一般会

計から繰り入れたものでございます。 

3目 他会計補助金の決算額 7,534万 6,000円は、一般会計との協議に基づき繰り入れ

たものでございます。 

4目 長期前受金戻入の決算額は、5,657万 2,303円となっております。 

5目 雑収益の収入はありませんでした。 

3項・1目 過年度特別損益修正益の執行はありませんでした。 

以上、下水道事業収益の決算額は税抜きで、2億 889万 9,199円となりました。 

当年度の純利益は、決算資料の 20ページ下段の収入合計から 21ページ下段の費用合計を

差し引きまして、3,198万 509円となりました。 

次に、資本的支出について説明いたします。 

決算資料、22ページをお願いいたします。 

なお、資本的収支につきましては、税込み表記となっております。 

下の表、1款 資本的支出、1項 建設改良費、1目 管渠建設改良費の決算額は、8,421 

万 2,700円となっております。 

主な内訳は、汚水管渠新設工事 4件で 7,738万 5,000円、マンホール内ポンプ所制御盤等

更新詳細設計委託 616万円などでございます。 

2目 処理場建設改良費の決算額は 5,179万 9,400円で、内訳は中央監視装置更新工事を

行ったものでございます。 

次に、2項・1目 企業債償還金の決算額は、9,606万 8,253円となっております。 

以上が資本的支出で、決算額は 2億 3,208万 353円となりました。 

続きまして上の表、資本的収入について説明します。 

1款 資本的収入、1項・1目 企業債の決算額は 1億 530万円、2項・1目 国庫補助金

の決算額は 7,018万 1,000円、3項・1目 他会計負担金の決算額は 665万 1,000円、4

項・1目 受益者負担金の決算額は、440万 9,077円となっております。 
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以上が資本的収入で、決算額は 1億 8,654万 1,077円となりました。 

資本勘定におきましては、収入合計から支出合計を差し引いた、4,553万 9,276円が不足

となりまして、収支不足額は下水道事業特別会計からの引継金及び内部留保資金で補てんし

ております。 

続きまして 23ページ、収納率及び未収金でございます。 

下水道使用料の収納率につきましては、現年度分が 99.0％、過年度分は 87.2％、未収金

残高は 37万 7,520円となっております。 

受益者負担金の収納率につきましては、現年度分が 94.3％、過年度分は 61.4％、未収金

残高は 258万 2,709円となっております。 

23ページ下段の不納欠損につきましては、相続人の相続放棄により受益者負担金 1件分

を不納欠損したものでございます。 

24ページ・25ページは、未納一覧の表となっておりまして、令和 5年度以前の未収金

と、令和 6年度の未収状況を記載しております。 

26ページは、内部留保資金の明細です。 

令和 6年度の内部留保資金の合計額は、3,902万 1,427円となっております。 

資本的収支不足額 4,553万 9,276円は、下水道事業特別会計からの引継金と内部留保資

金のうち、損益勘定留保資金で補てんしております。 

戻りまして、10ページ・11ページをお願いいたします。 

主要な施策事業等の説明資料で、汚水管渠新設事業ときこないクリーンセンターほか更新

事業について記載しております。 

以上で、下水道事業会計決算の説明は終わりになりますが、引き続き令和 6年度一般会計

決算のうち、浄化槽関連についてご説明いたします。 

はじめに、歳出を説明いたします。 

一般会計決算書、92ページ・93ページをお願いいたします。 

4款 衛生費、1項 保健衛生費、3目 環境衛生費、18節の負担金補助及び交付金の決

算額のうち、合併浄化槽設置補助金として 3件で 310万円、水洗化助成金として 2件で 6万

円、融資斡旋利子補給金についての支出はありませんでした。 

次に、歳入について説明いたします。 

22ページ・23ページをお開きください。 

上段、14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、3目 衛生費補助金、1節 循環型社会形

成推進交付金は、44万 6,000円となっております。 

28ページ・29ページをお願いいたします。 

下段、15款 道支出金、3項 道委託金、2目 衛生費委託金、2節 保健衛生費委託金 

は、道からの権限委譲委託金で 2万 5,100円となっております。 

浄化槽関連については、以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、下水道事業の会計、それから資本勘定並びに一般会計のほうの浄化槽の説明が

ございました。 

 これより質疑を求めたいと思います。 

 安齋委員。 
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安齋委員 6番 安齋でございます。 

 資料の 23ページ、不納欠損ということで相続人の放棄による不納欠損がありましたとい

う説明を受けました。こちらについて、相続人が放棄したということですが、つまりこの金

額について、この相続人が誰もいなくなったということの中で、このかたが持っていた財産

の中から充当できるものは全くなかったんでしょうか。そこ確認はできているのかどうなの

かちょっとお尋ねします。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 30 分 

再開 午後 1 時 31 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 岩本室長。 

岩本上下水道室長 ご質問にお答えいたします。 

 この件については、破産管財人がついて財産整理を最終的に行っております。その中で優

先順位、税等かなりあとになりますので、優先順位上のほうから割り当てて、割り当てがな

かったという結果を得て不納欠損をしております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、建設水道課所管の部分に関しては、

審議を終えたいと思います。 

 建設水道課の皆さん、どうもお疲れ様でございました。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 31 分 

再開 午後 1 時 32 分 

 

 

3.総括質疑事項のまとめ 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 大変、ご苦労様でございました。 

 それでは、全体をとおして総括に残る案件はなしということで、認識してよろしいでしょ

うか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 わかりました。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 33 分 

再開 午後 1 時 33 分 
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4.表決 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

それでは、令和 6年度決算審査特別委員会の表決について、当委員会に付託されました認

定第 1号 令和 6年度木古内町一般会計決算認定ほか 9件について、表決を行いたいと思い

ます。 

 お諮りいたします。 

 表決は 1件ごとに行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ご異議ないものと認めます。 

 それでは、表決を行います。 

 お諮りいたします。 

 認定第 1号 令和 6年度木古内町一般会計決算認定については、認定することに賛成のか

たはご起立お願いいたします。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することと決定いたしました。 

お諮りいたします。 

認定第 2号 令和 6年度木古内町国民健康保険特別会計決算認定については、認定するこ

とに賛成のかたはご起立お願いします。 

  （賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

お諮りいたします。 

認定第 3 号 令和 6 年度木古内町後期高齢者医療特別会計決算認定については、認定する

ことに賛成のかたはご起立願います。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

お諮りいたします。 

 認定第 4 号 令和 6 年度木古内町国民健康保険病院事業会計決算認定については、認定す

ることに賛成のかたはご起立お願いします。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

お諮りいたします。 

 認定第 5 号 令和 6 年度木古内町簡易水道事業会計決算認定については、認定することに

賛成のかたはご起立願います。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 
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 お諮りいたします。 

 認定第 6 号 令和 6 年度木古内町高齢者介護サービス事業会計決算認定については、認定

することに賛成のかたはご起立をお願いします。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

 お諮りいたします。 

認定第 7 号 令和 6 年度木古内町介護保険事業特別会計決算認定については、認定するこ

とに賛成のかたはご起立願います。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定しました。 

 お諮りいたします。 

 認定第 8 号 令和 6 年度木古内町介護サービス事業特別会計決算認定については、認定す

ることに賛成のかたはご起立をお願いします。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

 お諮りいたします。 

認定第 9 号 令和 6 年度木古内町下水道事業会計決算認定については、認定することに賛

成のかたはご起立願います。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

 お諮りいたします。 

認定第 10 号 令和 6 年度木古内町介護老人保健施設事業清算特別会計決算認定について

は、認定することに賛成のかたはご起立お願いします。 

（賛成者起立） 

新井田委員長 全員起立です。 

よって本案は、認定することに決定をいたしました。 

以上をもちまして、当委員会に付託されました案件については、全て審議を終了し、認定 1

号から 10号までは、当委員会としては全て認定するということに決定をいたしました。 

ありがとうございます。 

続きまして、委員会報告について議題とさせていただきます。 

 本日をもって、決算審査特別委員会での審議、表決は全て終了しました。 

 委員会報告の原案については、各委員から意見をいただいた上で、正副委員長で原案を作

成させていただきますが、よろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ありがとうございます。 

 それでは、全体をとおして各委員から委員会報告の中に特に記載したいことがありました
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ら、ご発言をお願いしたいと思います。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 39 分 

再開 午後 1 時 55 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 決算審査委員会の報告については、いま皆さんから縷々提案をいただきましたので、それ

を加味した中での内容としたいと思いますので。 

 それでは、各委員から出された件についても重複しましたけれども、参考にしながら我々

正副委員長で原案を作成しながら、明日中に皆さんにタブレットで配信したいというふうに

思っています。土日じっくりちょっと読んでいただいて、月曜日 8 日の正午まで一応訂正等

あれば寄せていただければなとそんなふうに思っております。9 日の第 5 回の委員会で皆さ

んに報告をしながら、合意が得られれば委員会報告の成案としてそんなふうに考えておりま

す。予定としては 9 日午前に委員会報告の成案を作成し、午前中に本会議をスタートするス

ケジュールで進めていきたいというふうに思っています。どうでしょうか、よろしいでしょ

うか、そんな考えで。 

  （「はい」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 わかりました。 

 それでは、委員会報告の原案については、各委員からの意見もいま参考に作成しますので、

9日の開始時間は 9時 30分の開会となりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 以上をもちまして、第 4 回令和 6 年度木古内町決算審査特別委員会を終了い

たします。 

 なお、このあと 2時 10分から本日の反省会を第 5研修室で行いますので、皆さん時間まで

にお集まりくださるようお願いします。 

 お疲れ様でした。 
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説明員 鈴木町長、羽沢副町長、幅崎総務課長、中山農業委員会事務局長、加藤（崇）主任 

    中山産業経済課長、福井（弘）商工観光創生室長、石川主査、土門主査、中川主査 

    野坂主事、鎌田主事、福士主事、荒谷主事、構口建設水道課長、岩本上下水道室長 

    小西主査、村上（浩）主査、神力主任、三國主任、佐藤（翔）主任、平野主任 

    吉本主事、加納技師 

 

 

 

 

 

【傍聴（議会モニター）】 

 森永 努、富樫一也 

【報道】なし 
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